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Abstract A single specimen of the pomfret, Brama orcini Cuvier, 1831 (Perciformes: Bramidae) 

was recently collected from southwestern part of Kochi Prefecture, southern Japan. Although the 

species has been frequently reported from southern Japan in recent years, not yet recorded from 

Shikoku Area. Therefore, the specimen, described herein detail, represents the first record of the 

species from the coast of Shikoku Area. 
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はじめに 

 

マルバラシマガツオ Brama orcini Cuvier, 1831 はスズキ目シマガツオ科魚類の 1 種であり

（Mead 1972; Last 2001；波戸岡・甲斐 2013）、サバ科魚類やシイラ Coryphaena hippurus 

Linnaeus, 1758 などの餌生物として知られる（Snyder 1904; Mead 1972; Last and Moteki 2001；

小枝・本村 2017）。また、体長 30 cm 程度に成長し、東南アジアなどでは食用魚としても盛ん

に利用される（Hata 2017）。マルバラシマガツオはインド・太平洋の広域に分布するが（Mead 

1972; Last and Moteki 2001）、日本における記録は少なく、その分布域は限定的なものとされ、

望月（1984）や波戸岡・甲斐（2013）は本種の国内における分布域は相模湾、八重山諸島、お

よび小笠原諸島のみとした。しかし、2010 年代以降、日本各地で行われる魚類相調査の過程
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において、京都府若狭湾（荻野ほか 2019）、三重県（Hibino et al. 2014）、長崎県（畑ほか 

2016）、および鹿児島県（畑ほか 2015）などから相次いでマルバラシマガツオが報告され、本

種が日本近海の広域に分布することが明らかになりつつある。2019 年 9 月 30 日、高知県の

南西部において 1 個体のマルバラシマガツオが旋網によって漁獲された。本標本は本種の四

国沿岸における初めての記録となるため、ここに報告する。 

 

方法と材料 

 

計数・計測方法は Moteki et al. (1995) にしたがった。標準体長は体長または SL と表記し、

体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこなった。マルバラシマガツオの生鮮

時の体色の記載は、固定前に撮影された高知県産の 1 標本（NSMT-P 136282）のカラー写真

に基づく。標本の作製、登録、撮影、および固定方法は本村（2009）に準拠した。本報告に用

いた標本は、黒潮生物研究所（KBF）および国立科学博物館（NSMT）に保管されており、上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されている。 

 

結果 

 

Brama orcini Cuvier, 1831 

マルバラシマガツオ（Fig. 1） 

 

調査標本 NSMT-P 136282、体長 99.9 mm、高知県宿毛市あるいは幡多郡大月町沖、2019

年 9 月 30 日、旋網（田ノ浦漁港にて拾う）、採集者：小枝圭太・畑 晴陵。 

記載 背鰭条数 36；臀鰭条数 29；胸鰭条数 19；腹鰭条数 I, 5；縦列鱗数 53；背鰭前方鱗数

13；第 1 鰓弓上枝鰓耙数 3；第 1 鰓弓下枝鰓耙数 10。 

体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高 53.8；体幅 11.2；頭幅 11.6；背鰭前長 41.8；

臀鰭前長 59.7；腹鰭前長 43.9；胸鰭前長 30.9；背鰭基底長 55.3；臀鰭基底長 47.9；背鰭起部

から胸鰭基底上端までの長さ 33.2；胸鰭基底長 7.9；胸鰭基底上端から臀鰭起部までの長さ

30.6；胸鰭長 32.9；腹鰭長 11.2；尾柄長 11.0；尾柄高 7.0；尾鰭上葉長 36.9；尾鰭下葉長 30.5；

頭長 30.1；胸鰭基底下端から腹鰭基底上端までの距離 16.2。体各部測定値の頭長に対する

割合（%）：吻長 19.9；眼径 30.9；眼隔域幅 24.3；上顎長 50.1；胸鰭基底下端から腹鰭基底上

端までの距離 53.7。 
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体は円盤状を呈し、強く側扁する。体高は背鰭起部で最大。体背縁は下顎先端から眼の

上方にかけて盛り上がり、そこから背鰭起部にかけて緩やかに上昇する。体背縁は背鰭基底

部において緩やかに下降する。体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて急激に下降し、そ

こから臀鰭起部にかけては体軸とほぼ平行となり、臀鰭基底部においては緩やかに上昇する。

尾柄部においては体背縁と体腹縁はともに体軸とほぼ平行。眼と瞳孔は正円形に近い楕円

形を呈し、背腹方向にやや長い。眼隔域は膨出する。鼻孔は 2 対で眼の前方に位置し、互い

に近接する。前鼻孔はほぼ正円形を呈し、後鼻孔はやや前方に傾いた背腹方向に長い裂孔

状を呈する。口裂は大きく、上顎後端は瞳孔の中央直下に達する。主上顎骨後端は露出し、

後縁は丸みを帯びる。上唇は吻部に接続し、不可動。下顎先端は上顎先端よりも前方に突出

する。上顎には鋭い小円錐歯が並び、上顎前部では 2 列に、中央部よりも後方では 1 列とな

る。下顎には小円錐歯が密生し、下顎側部では 2 または 3 列をなし、後部では 1 列となる。下

顎前部には左側に 2 本、右側に 3 本の鋭い牙状の固着歯がある。前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁は

いずれも円滑。胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりもわずかに前方に位置する。胸鰭基底は前方

に大きく傾斜し、胸鰭基底下端は上端よりも後方、腹鰭基底後端よりもわずかに後方に位置

する。胸鰭後端は尖り、背鰭第 13 軟条起部直下、臀鰭第 7 軟条起部直上に達する。胸鰭の

上縁、下縁、および後縁はほぼ直線状。腹鰭起部は胸鰭基底上端よりもわずかに後方に位

置する。畳んだ腹鰭の後端は肛門に及ばず、また背鰭起部直下にも達しない。背鰭起部は

体の中央よりもわずかに前方に位置する。背鰭背縁は起部から第 5 軟条後端にかけて上昇

Figure 1. Fresh specimen of Brama orcini, southwestern part of Kochi Prefecture, Shikoku, southern 
Japan (NSMT-P 136282, 99.9 mm SL). 
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し、そこからわずかにくぼみ、最後軟条後端にかけて体背縁に並走する。臀鰭起部は背鰭第

9 軟条起部直下、臀鰭基底後端は背鰭基底後端のほぼ直下にそれぞれ位置する。尾鰭は深

く湾入し、両葉の後端は尖る。尾鰭の上下両縁はともに直線状を呈し、後縁は丸みを帯びる。

尾鰭上葉は下葉よりも明らかに長い。肛門は臀鰭起部前方に位置する。体は背腹方向に長く、

固く剥がれにくい円鱗に被われる。尾柄から尾鰭基底部の鱗は後方にゆくにしたがい、徐々

に小さくなる。下顎と吻部は無鱗。背鰭前方被鱗域の先端は左右の瞳孔の中心を結んだ線よ

りも前方に達する。眼の周囲の鱗は他の鱗と比べて小さい。側線は不明瞭であるが完全で、

鰓蓋後縁上方から背鰭起部直下にかけて上昇し、そこからは体背縁とほぼ並走し、尾鰭基底

に至る。鰓耙は棒状で細長い。鰓弁は細長いフィラメント状。 

生鮮時の色彩：体は一様に銀白色を呈し、体背面では黒色、体側上部においては紫がか

る。虹彩と瞳孔はそれぞれ金色と黒色を呈する。前縁を除き、眼の周囲は黒色に縁どられる。

下顎の前面は黒色。背鰭軟条は淡灰色を呈し、各軟条間の鰭膜は黒色。胸鰭、腹鰭、および

臀鰭の各軟条はいずれも白色半透明。臀鰭各軟条間の鰭膜は黒色。尾鰭軟条は黒色。 

  

分布 北緯 30 °から南緯 30 °にかけてのインド・太平洋、およびカリフォルニアに広く分布する

（Mead 1972; Moteki et al. 1995; Last and Moteki 2001；波戸岡・甲斐 2013; Hata 2017）。日本

国内においては京都府舞鶴市沖の若狭湾（荻野ほか 2019）、長崎県橘湾（畑ほか 2016）、

鹿児島県薩摩半島西岸南さつま市沖（畑ほか 2015）、相模湾（波戸岡・甲斐 2013）、三重県

熊野灘（Hibino et al. 2014）、和歌山県太地町湊沖（荻野ほか 2019）、鹿児島県大隅半島東

岸内之浦湾（畑ほか 2015；畑 2018）、大隅諸島種子島（畑ほか 2015）、トカラ列島中之島

（畑・本村 2016；小枝・本村 2017）、奄美群島奄美大島（畑ほか 2015；Nakae et al. 2018）、八

重山諸島、および小笠原諸島（望月 1984；波戸岡・甲斐 2013）から記録されており、本研究

により、高知県南西部における分布も確認された。 

 

備考 高知県産の標本は、体が強く側扁すること、上唇が吻部に接続し、不可動であること、

吻端は突出せず、丸みを帯びること、および眼隔域が膨出することなどが Mead (1972)や Last 

and Moteki (2001) によって定義された Brama 属の特徴と一致した。また、背鰭軟条数が 36

であること、臀鰭軟条数が 29 であること、縦列鱗数が 53 であること、背鰭前方鱗数が 38 であ

ること、および胸鰭基底下端から腹鰭基底上端までの距離が体長の 16.2 %、頭長の 53.7 %で

あることなどの特徴が Mead (1972)、谷津・中村（1988）、Last and Moteki (2001)、および波戸

岡・甲斐（2013）の報告した Brama orcini の標徴とよく一致したため、本種に同定された。マル

バラシマガツオは同属のヒメシマガツオ Brama dussumieri Cuvier, 1831（Fig. 2）と酷似するが、

体側縦列鱗数が 48–55 であること（ヒメシマガツオでは 57–62）、胸鰭基底下端から腹鰭基底
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上端までの距離が体長の 12 %以上（12 %以下）、頭長の 42 %以上（42 %以下）であることに

よって識別される（Mead 1972; Last and Moteki 2001；波戸岡・甲斐 2013）。 

マルバラシマガツオの日本国内における分布状況は畑ほか（2015）と荻野ほか（2019）によ

って詳述されている。「はじめに」の項で述べたとおり、本種は南日本の広域における分布が

確認されているが、マルバラシマガツオの四国からの記録はこれまでなかった。したがって、

本研究において記載をおこなった高知県南西部産標本は、マルバラシマガツオの標本に基

づく四国沿岸からの初めての記録となる。 

 

比較標本 ヒメシマガツオ B. dussumieri：KBF-I 898、体長 94.3 mm、高知県宿毛市あるいは大

月町沖、2019 年 9 月 30 日、旋網（田ノ浦漁港にてマルバラシマガツオと同時に拾う）、採集

者：小枝圭太・畑 晴陵。 

 

謝辞 

 

本研究をおこなうにあたり、多大なるご支援を賜ったステラケミファ株式会社の深田純子氏、

橋本亜希氏、有限会社ブルーハーバーの和田康嗣氏、黒潮生物研究所の目﨑拓真氏、戸

篠 祥氏、古井戸 樹氏、喜多村鷹也氏、山下 薫氏、ならびに国立科学博物館の篠原現人

氏、中江雅典氏、栗岩 薫氏に謹んで感謝の意を表する。本研究の一部は JSPS 科研費

（19K236910001）、笹川科学研究助成金（28-745）、および JSPS 研究奨励費（DC2: 29-6652）

の援助を受けた。 

Figure 2. Fresh specimen of Brama dussumieri, southwestern part of Kochi Prefecture, Shikoku, 
southern Japan (KBF-I 898, 94.3 mm SL). 
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